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利用者から見た地質情報 

• どのような情報があるのか分からない 
• どこにあるのか分からない 
• 専門的すぎて分かりにくい、使えない 

地質の情報といえば、 
「国などが情報を整備しているのだろう」 
とは思うけれど、、、 

これまでは、せっかくの様々な大量の地質情報
が十分に生かされていなかった 



利用者から見た地質情報 

そこで、 
利用者にとって分かりやすい、使いやすい地質情
報の利用方法が必要だと考えました。 

ひとつの提案が、「地質図Navi」という地質情報を
インターネットで利用できるアプリです。 

地質図Naviが必要となった経緯や、提供するべき
機能がどのようなものだったのかを、情報利用の
事例を交えて紹介します。 



東日本大震災の経験から 

一つの事例として： 東日本大震災での情報利用 

全体像が把握できないほどの広域の災害 
→ 対応・対策のための情報の収集と整理が求められた 
→ GISを活用した緊急の情報発信 
→ ネットを通じて多くの人が情報を活用 

例えば、 
防災科学技術研究所のeコミマップを利用した 
「ALL311東日本大震災 協働情報プラットフォーム」 
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一つの事例として： 東日本大震災での情報利用 

全体像が把握できないほどの広域の災害 
→ 対応・対策のための情報の収集と整理が求められた 
→ GISを活用した緊急の情報発信 
→ ネットを通じて多くの人が情報を活用 

例えば、 
防災科学技術研究所のeコミマップを利用した 
「ALL311東日本大震災 協働情報プラットフォーム」 

防災科学技術研究所が、さまざまな機関や個人との協働により、被災地
の災害対応・復旧などに役立つ情報を集約・作成・発信するために作った
サイト 

• 情報の持ち寄り 
• 協力して作成 
• 発信 
• 自由に利用 

「ALL311東日本大震災 協働情報プラットフォーム」とは 

http://map311.ecom-plat.jp/map/map/?cid=2&gid=0&mid=12


東日本大震災の経験から 

• 情報の有無がわからない 

• 情報がすぐに手に入らない 

• 共有できるように整えるのが大変 

このような活動にあたって、感じた困難は 

欲しい情報が既にどこかに無いのか？ 
地質では、地盤の弱いところ、危険な断層のあるところなど 

費用や使用権など 

電子データ化されていない情報、機械で処理できる形式ではな
い情報などは、手作業でGIS用に整える必要が、、、 



東日本大震災の経験から 

• 情報の所在がわかること 

• 分かりやすい情報があること 

• 機械が読めるデータであること 

大切だと思ったこと 

どのような情報があるのか 
どこにあるのか 

ひと目で分かる情報（概要）と、詳しく知るための詳細情報の
両方が欲しい 

利用者が素早く情報を活用できるようにするためには、GISなど
のソフトで読み込めるデータでないと不便 



手作業で情報を地図に書き写す ・・・・・ 大変 

それぞれの情報を横に並べて見比べる ・・・・・ 不正確 

・地質の特徴、断層、人工改変地の分布など 
 →道路などの被害が予想される場所の抽出 

東日本大震災の経験から 

大切だと思ったこと 

• 重ね合わせの大切さ 
どこで何が起きているか、どんな性質の場所かなど、 
多様な情報を重ねて作業したい場面が多い 

・文部科学省が発表した空間放射線量マップ 
 →発表当時はPDFのみ 

文科省報道発表資料 
2011/7/27 

PDF 
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東日本大震災の経験から 

• 地質情報は使いやすさの面で不十分だった 

• 情報があることも知らなかった 

• 地質情報が何に役立つか知らなかった 

地質情報の利用者は、このように感じたのでは？ 

ネット公開情報が限定されていた 
置き場所も整理されていなかった 

専門家か一部のマニアでなければ、見たこともない 

どんな情報か知らなければ、活用方法も思いつかない 

• 肝心なときに使えなかった 
産総研が地震被害で止まってしまったためHPに繋がらない 



利用しやすい地質情報とは 

見つけやすさ、使いやすさが大切 

• 簡単に使える、どこでも使える 
どの機器でも使える 
お金もかからない 
説明書がなくても、適当に使える 
いろいろな地質情報を見つけやすい 

• たくさんの情報がひと目で分かる 
地質情報を網羅 

• ひとつの地図の上で、たくさんの情報を調べ
られる 

情報を見るための使いやすい機能 

道具 

コンテンツ 

機能 



多くの種類がある情報の提示方法 

利用しやすい地質情報とは 

• たくさんの地質情報が、分野やテーマ別に分類 
• それぞれの情報は、ページから辿った深い場所に 

詳細情報も含めて掲載 

• 情報の種類・内容を知っている人には便利 ○ 
• 慣れていない人にとっては、探しにくい 
• いろいろな分野の情報を、横断的に利用しにくい ✕ 

地質調査総合センター(GSJ)ホームページでの掲載方法は、 



• 利用者が興味をもつのは「場所」 

• 場所を中心として情報を見たい 

場所を中心に情報を利用したい 

利用しやすい地質情報とは 

自分の住む場所は？ 
旅先で気になるあの場所は？ 

「ある場所」の地質、火山、断層、文献資料など、いろいろ 



地質図Naviの利用 

利用しやすい地質情報とは 

• 開いた地図の上で、自在に地質図やいろい
ろな情報を表示できる 

• いろいろ重ねて表示できる 

産総研のシームレス地質図、たくさんの地質図幅 
地球物理情報、地球化学情報 
ほか 

いろいろな情報を重ね合わせて、関係などを考えるため
の道具として利用できる 

• これらの要求に応える情報閲覧アプリ 



利用例：伊豆大島 

地質図Naviで地質情報を閲覧する例を紹介 

伊豆大島の例： 

  この例で閲覧する情報： 
 

• シームレス地質図での地質概要 
• 地質図幅 
• 文献データベース 
• 火山データベース 
• 他機関情報の利用例 
  （2013/10/16の土砂流出箇所データ：国土地理院） 



利用例：伊豆大島 



利用例：伊豆大島 



利用例：伊豆大島 

シームレス地質図 
凡例を表示 



利用例：伊豆大島 



利用例：伊豆大島 



利用例：伊豆大島 

火山地質図を透過 



利用例：伊豆大島 

土砂流出箇所 kml
（国土地理院） 



利用例：伊豆大島 

土砂流出箇所 kml
（国土地理院） 



利用例：伊豆大島 

火山データベースや文献資料の検索 
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文献資料を検索 
【次回更新時の追加機能】 
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利用例：伊豆大島 

シームレス地質図、火山地質図、火山データベース、
国土地理院の配信情報などを閲覧しながら、伊豆大
島の特徴を調べることができます 



利用例：液状化 

千葉市美浜区の液状化の例： 

• ユーザが独自に作った情報を地質図と組み合わせる試み 
  （ユーザ作成情報を利用する一例の紹介です） 

 
• 地質情報を利用した市民活動に利用できるかも 

  この例で閲覧する情報： 
 

• シームレス地質図での地質概要 
• 明治期の土地利用地図（迅速測地図） 
• ユーザ独自データの利用例 
  「美浜区の液状化状況マップ」Twitterユーザ(87a_wtnb) 



利用例：液状化 

千葉市美浜区の液状化の例： 

• ユーザが独自に作った情報を地質図と組み合わせる試み 
  （ユーザ作成情報を利用する一例の紹介です） 

 
• 地質情報を利用した市民活動に利用できるかも 

  この例で閲覧する情報： 
 

• シームレス地質図での地質概要 
• 明治期の土地利用地図（迅速測地図） 
• ユーザ独自データの利用例 
  「美浜区の液状化状況マップ」Twitterユーザ(87a_wtnb) 

うまくいけば、 
機能に追加します 

Google「マイマップ」などでは、地図上に

書き込んだ情報を誰でも公開すること
ができます。 
Google Earthで作った情報など、さまざ
まな情報を公開する手段があります。 

「ユーザが独自に作った情報」 

Googleの公開する「マイマップ」の例：「東京マラソン2007」 



利用例：液状化 

千葉市美浜区の液状化の例： 

• ユーザが独自に作った情報を地質図と組み合わせる試み 
  （ユーザ作成情報を利用する一例の紹介です） 

 
• 地質情報を利用した市民活動に利用できるかも 

  この例で閲覧する情報： 
 

• シームレス地質図での地質概要 
• 明治期の土地利用地図（迅速測地図） 
• ユーザ独自データの利用例 
  「美浜区の液状化状況マップ」Twitterユーザ(87a_wtnb) 

うまくいけば、 
機能に追加します 

87a_wtnbさんが、震災直後の3月13日に

千葉市美浜区周辺の液状化の状況を
歩いて見てきた記録を公開したマップ。 

「ユーザが独自に作った情報」の一例 

Twitterユーザ(87a_wtnb)の作成データ「美浜区の液状化状況マップ」 



利用例：液状化 



利用例：液状化 



利用例：液状化 

明治初期の土地利用状況 
農業環境技術研究所、農業・食品産業技術総合研究機構、 

国土地理院 



利用例：液状化 

明治初期の土地利用状況 
農業環境技術研究所、農業・食品産業技術総合研究機構、 

国土地理院 

ネット上のデータを表示 
Twitterユーザ(87a_wtnb)作成の 
「美浜区の液状化状況マップ」 



利用例：液状化 

ネット上のデータを表示 
Twitterユーザ(87a_wtnb)作成の 
「美浜区の液状化状況マップ」 

ユーザが自分のデータを地質情報と組み合わ
せて利用できる道具を目指して 



利用例：液状化 



利用例：液状化 



デモコーナーで実際に地質図Naviを体験してください 

地質図Naviは、 
地質情報の電子図書館として、 

情報を検討するための道具として、 
いろいろな用途に利用可能 
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